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24
年
度
当
初
予
算

23
年
度
補
正
予
算

条
例
改
正
等

　

３
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
村
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
は
、

一
般
会
計
を
は
じ
め
６
つ
の
特
別
会
計
の
新
年
度
予
算
な
ど
23
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議

案
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

一
般
質
問

３
月
村
議
会
定
例
会
新
年
度
予
算
等　

　

23
議
案
を
審
議
・
可
決

◆
平
成
24
年
度
一
般
会
計
並
び
に
国

民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
、
後
期
高

齢
者
医
療
、
簡
易
水
道
事
業
お
よ
び

村
営
バ
ス
事
業
の
各
特
別
会
計
の
新

年
度
当
初
予
算
が
審
議
さ
れ
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予
算
総

額
は
、
17
億
４
０
０
０
万
円
で
、
22

年
度
と
比
較
し
て
３
７
０
０
万
円
、

2.1
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
23
年
度
一
般
会
計
並
び
に
国

民
健
康
保
険
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
管
理
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

村
営
バ
ス
事
業
の
各
特
別
会
計
の
補

正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
は
、
１
２
１
２
万
５
０
０
０
円

を
増
額
し
、
総
額
20
億
３
２
４
万
４

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◆
東
秩
父
村
暴
力
団
排
除
条
例

（
内
容
）
社
会
お
よ
び
地
域
全
体
で

暴
力
団
の
排
除
を
推
進
し
、
村
民
の

安
全
で
平
穏
な
生
活
確
保
と
社
会
経

済
活
動
の
健
全
な
発
展
の
た
め
制
定

す
る
も
の
で
す
。

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
内
容
）
校
医
の
報
酬
額
の
改
定
と

非
常
勤
特
別
職
の
職
名
の
変
更
に
伴

い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
内
容
）
年
末
年
始
に
お
け
る
日
直

手
当
の
増
額
分
等
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

◆
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
内
容
）
障
害
者
自
立
支
援
法
の
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
す
る
も

の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
立
学
校
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

（
内
容
）
東
小
学
校
お
よ
び
西
小
学

校
を
廃
止
・
統
合
し
、
新
た
に
槻
川

小
学
校
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
公
民
館
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
東
秩
父
村
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医

療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◆
東
秩
父
村
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

（
内
容
）
関
係
す
る
諸
法
律
の
改
正

に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
内
容
）
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
期
間
に
お
け
る
介
護
保
険
第
１
号

被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
を
改
定
す

る
も
の
で
す
。

◆
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
内
容
）
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正

に
伴
い
、
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

◆
東
秩
父
村
公
平
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

（
内
容
）
公
平
委
員
会
委
員
の
小
林

良
一
氏
（
安
戸
）
が
平
成
24
年
４
月

26
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
の

で
、
後
任
に
久
保
田
慶
一
氏
（
大
内

沢
）
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

質
問　

東
秩
父
村
に
老
人
ホ
ー
ム
を

（
内
容
）
村
の
高
齢
化
率
が
30
％
を

超
え
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

が
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
施
設
に
身
を

委
ね
る
人
達
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
受
入
れ
が
不
足
し
、
村
内

の
高
齢
者
が
村
か
ら
遠
く
離
れ
た
施

設
へ
送
ら
れ
る
時
が
来
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

村
で
は
、
現
在
施
設
に
何
名
の
高

齢
者
が
入
所
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁　

介
護
保
険
制
度
の
も
と
で
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
入
所

で
き
る
施
設
に
、
昨
年
の
11
月
現
在

で
、
合
計
72
名
の
方
が
入
所
し
て
い

ま
す
。

　

施
設
別
入
所
者
数
は

答
弁　

介
護
老
人
福
祉
施
設
34
人
、

介
護
老
人
保
健
施
設
38
人
、
介
護
療

養
型
医
療
施
設
は
０
人
で
す
。

　

入
所
は
本
人
希
望
か
、
も
し
く
は

行
政
で
勧
め
る
の
か
。

答
弁　

本
人
や
家
族
の
希
望
に
よ
り
、

施
設
へ
直
接
申
し
込
む
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
行
政
で
施
設
入
所
を
勧

め
る
こ
と
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

村
に
高
齢
者
福
祉
施
設
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

答
弁　

施
設
建
設
に
は
お
金
が
か
か

り
ま
す
し
、
経
営
も
伴
い
ま
す
。
村

で
建
設
す
る
に
は
財
政
面
で
難
し
い

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
私
立

の
参
入
で
建
設
が
で
き
る
こ
と
が
一

番
良
い
の
で
は
と
望
み
ま
す
。
村
と

し
て
は
、
村
有
地
や
空
き
施
設
等
の

活
用
で
建
設
協
議
が
あ
れ
ば
、
大
い

に
活
用
に
向
け
可
能
な
検
討
を
し
、

協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

防
災
無
線
の
聞
こ
え
な
い
地

域
の
改
善
に
つ
い
て

（
内
容
）
山
間
部
で
は
放
送
内
容
が

聞
き
取
り
難
く
、
放
送
内
容
が
理
解

で
き
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
防
災

計
画
の
一
環
と
し
て
一
番
に
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
防
災
無
線
を
、
村

で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
オ
フ
ト
ー
ク

通
信
は
、
平
成
26
年
度
を
も
っ
て
保

守
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
さ
れ
ま
す
。
新

た
な
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
、
事
業
計
画
の
基
本
方
針
を

本
年
度
中
に
決
定
し
、
平
成
24
年
度

予
算
に
基
本
設
計
お
よ
び
実
施
設
計

に
係
る
経
費
を
盛
り
込
み
、
遅
く
と

も
平
成
26
年
度
ま
で
に
は
工
事
の
完

成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
難
聴
地
域

解
消
の
方
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
全

世
帯
に
録
音
機
能
付
き
の
個
別
受
信

機
を
設
置
し
、
外
部
ス
ピ
ー
カ
ー
と

の
併
用
を
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、

新
シ
ス
テ
ム
運
用
ま
で
の
間
の
対
応

と
し
ま
し
て
は
、
防
災
等
の
放
送
に

よ
る
情
報
を
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
放
送
内
容
を
確
認
で
き
る

よ
う
現
在
準
備
し
て
い
ま
す
。

田
中　

丈
司
議
員

質
問　

村
長
選
へ
の
決
意
に
つ
い
て

（
内
容
）
今
年
の
９
月
で
任
期
を
迎

え
る
わ
け
で
す
が
、
２
期
目
の
村
長



選
に
向
け
た
考
え
に
つ
い
て

答
弁　

村
長
２
期
目
に
か
け
る
私
の

村
政
に
対
す
る
基
本
方
針
は
、
第
５

次
東
秩
父
村
総
合
振
興
計
画
基
本
構

想
、
同
基
本
計
画
に
掲
げ
ま
し
た

「
元
気
な
村
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
こ
の
村

の
暮
ら
し
の
源
で
あ
る
元
気
を
高
め
、

住
ん
で
よ
く
、
訪
ね
て
よ
い
、
元
気

印
の
村
を
め
ざ
す
こ
と
が
村
長
と
し

て
の
将
来
像
で
あ
り
ま
す
。
し
ば
ら

く
合
併
が
進
ま
な
い
村
の
今
後
の
課

題
は
、
限
ら
れ
た
予
算
、
限
ら
れ
た

人
材
で
効
率
よ
く
村
づ
く
り
を
行
い
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
幸
せ
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
議
員
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

村
民
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
村
長
と
し
て
２
期
目
も

「
一
途
一
心
」
の
精
神
で
村
政
運
営

に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
島　

重
次
議
員

質
問　

中
学
生
の
自
転
車
通
学
に
つ

い
て

（
内
容
）
自
転
車
は
道
路
交
通
法
で

は
軽
車
両
と
位
置
付
け
ら
れ
、
原
則

車
道
を
通
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
歩
行
者
の
少
な
い
東
秩
父

の
県
道
で
は
、
歩
道
を
自
転
車
が
通

行
し
た
方
が
安
全
だ
と
思
い
ま
す
。

　

歩
道
に
自
転
車
が
通
行
で
き
る
方

策
と
、
自
転
車
の
通
行
教
育
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
。

答
弁　

学
校
を
通
じ
て
、
歩
行
者
の

安
全
を
守
る
方
策
に
つ
い
て
説
明
し
、

登
校
指
導
の
中
で
徹
底
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
方
策
と
し
て
は
、

歩
道
に
歩
行
者
を
発
見
し
た
場
合
は
、

自
転
車
を
降
り
、
追
い
越
す
場
合
は

声
を
か
け
て
相
手
に
自
転
車
の
来
た

こ
と
を
知
ら
せ
た
う
え
で
、
自
転
車

を
転
が
し
な
が
ら
追
い
越
す
な
ど
の

指
導
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

村
道
に
自
転
車
レ
ー
ン
の
整
備
を

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁　

自
転
車
道
は
、
道
路
構
造
令

に
お
い
て
道
路
の
各
側
に
設
け
、
幅

員
は
最
低
で
も
１
・
５
ｍ
必
要
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
内
で
最
も
幅

員
が
広
い
箇
所
（
村
道
１
‐
１
号
線

や
ま
な
み
前
）
で
６
・
５
ｍ
あ
り
ま

す
が
、
仮
に
当
路
線
に
１
・
５
ｍ
の

自
転
車
レ
ー
ン
を
両
側
に
設
け
る
と

な
る
と
、
車
道
幅
員
が
２
・
５
ｍ

（
路
肩
左
右
０
・
５
ｍ
）
と
な
っ
て

し
ま
い
、
自
動
車
の
交
通
に
著
し
く

支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

村
道
に
自
転
車
レ
ー
ン
を
設
置
す
る

こ
と
は
、
法
令
上
困
難
で
あ
り
、
ま

た
、
交
通
事
故
防
止
を
推
進
す
る
観

点
か
ら
も
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

質
問　

武
道
教
育
の
安
全
性
に
つ
い
て

（
内
容
）
中
学
校
で
の
武
道
教
育
の

安
全
性
の
配
慮
に
つ
い
て

答
弁　

実
際
の
授
業
で
は
、
十
分
な

受
け
身
を
練
習
し
た
後
、
あ
ま
り
高

い
位
置
か
ら
の
投
げ
技
な
ど
、
危
険

を
伴
う
技
を
避
け
る
な
ど
の
工
夫
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

畳
は
、
弾
力
材
の
入
っ
た
柔
道
専
用

の
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
し
、
基
準

よ
り
広
い
量
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
担
当
教
員
は
柔
道
の
指
導
経

験
も
あ
る
の
で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
職
員
の
異
動
な
ど
の
折
に
は
、

そ
の
技
量
も
十
分
に
把
握
し
た
う
え

で
、
獲
得
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、

講
師
の
派
遣
も
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
県
で
も
、
安
全
性
の
確

保
に
向
か
っ
て
は
、
初
任
者
、
採
用

４
年
目
の
保
健
体
育
教
員
に
研
修
を

義
務
付
け
、
ま
た
希
望
者
に
も
研
修

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

栗
島　

正
道
議
員

質
問　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

（
内
容
）
村
の
人
口
減
少
に
伴
う
児

童
数
の
減
少
に
よ
り
、
平
成
25
年
４

月
に
東
西
の
小
学
校
が
統
合
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
通
学
距
離
の
長

い
児
童
、
西
地
区
の
児
童
の
送
迎
に

つ
い
て

　

登
下
校
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
ふ
れ
あ

い
広
場
と
村
道
１
‐
１
号
線
の
深
沢

交
差
点
の
間
の
槻
川
に
、
新
設
の
橋

を
造
る
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
弁　

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
や
、

地
域
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら

３
年
間
で
計
画
し
て
い
ま
す
。
道
路

幅
員
は
６
・
５
ｍ
、
橋
梁
部
分
は
陣

川
橋
と
同
程
度
、
延
長
１
８
０
ｍ
内

橋
梁
は
30
ｍ
で
す
。
24
年
度
に
測
量

調
査
設
計
業
務
と
用
地
買
収
、
25
年

度
に
橋
の
下
部
工
、
橋
台
と
県
道
の

す
り
つ
け
、
26
年
度
に
上
部
工
と
仕

上
げ
を
行
い
ま
す
。

　

児
童
の
送
迎
に
つ
い
て
は
、
路
線

バ
ス
を
使
う
の
か
、
村
の
バ
ス
を
使

う
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁　

村
営
バ
ス
と
イ
ー
グ
ル
バ
ス

を
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
い
う
ご
要
望
も
あ

り
ま
し
た
が
、
住
民
全
体
の
利
便
性

を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
ま
す

の
で
、
す
で
に
関
係
各
所
と
具
体
的

な
交
渉
を
し
て
い
ま
す
。

　

村
道
１
‐
１
号
線
の
安
全
対
策
を

再
度
考
え
て
、
通
行
す
る
人
が
安
全

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
考
え
を
伺
い

た
い
。

答
弁　
　

で
回
答
し
ま
し
た
道
路
が

で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
村
道
１
‐
１

号
線
を
頻
繁
に
往
来
し
て
い
る
秩
父

鉱
業
等
へ
の
出
入
り
の
あ
る
大
型
車

両
等
の
通
行
が
緩
和
で
き
、
通
学
路

と
し
て
安
全
確
保
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
の
方
の
通
行
の
安

全
性
も
大
幅
に
緩
和
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

渡
邉　

均
議
員

質
問　

村
内
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

大
震
災
を
想
定
し
た
防
災
計
画
の

見
直
し
は
さ
れ
た
の
か
、
現
在
の
状

況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

答
弁　

国
の
被
害
想
定
や
対
策
、
埼

玉
県
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
が

一
定
の
段
階
に
達
し
た
後
に
、
国
、

県
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
相
互

連
携
を
有
効
に
図
る
こ
と
の
で
き
る

よ
う
村
の
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
に
替
わ
り
、
平

成
26
年
度
ま
で
に
新
し
い
防
災
情
報

通
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

当
面
の
対
策
と
し
て
は
、
役
場
に
防

災
倉
庫
を
設
置
し
、
備
蓄
食
料
や
可

搬
式
発
電
機
な
ど
の
災
害
用
資
機
材

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
他
県
か
ら

の
救
援
時
へ
の
対
応
と
し
て
、
中
学

校
校
舎
屋
上
に
ヘ
リ
サ
イ
ン
を
表
示

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
度
以
降
も
、
各
地
域
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
伺
い
な
が
ら
、
順
次
防
災

倉
庫
や
資
機
材
を
整
備
し
、
村
の
防

災
体
制
の
強
化
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

村
内
の
防
災
の
要
で
あ
る
比
企
広

域
消
防
本
部
東
秩
父
分
署
に
つ
い
て
、

建
て
替
え
の
検
討
が
な
さ
れ
た
時
の

村
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て

答
弁　

東
秩
父
分
署
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
の
整

備
計
画
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
計
画

を
24
年
度
に
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
計
画
に
盛
り

込
ん
で
い
た
だ
き
、
具
体
的
な
検
討

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
村
長
を
中
心
に

働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
仮
に
建
て
替
え
計
画
が
具
体
化

さ
れ
れ
ば
、
建
設
場
所
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
生
じ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
行
の
場
所
を
拡
張
す
る
の

か
、
新
た
な
建
設
場
所
を
確
保
す
る

の
か
は
今
後
の
検
討
と
な
り
ま
す
が
、



い
ず
れ
に
し
て
も
建
て
替
え
用
地
の

確
保
が
課
題
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
澤 
公
一
議
員

質
問　

東
秩
父
村
に
流
れ
る
槻
川
の

源
と
、
こ
の
東
秩
父
村
の
素
晴
ら
し

い
自
然
を
守
る
た
め
に

（
内
容
）
中
国
経
済
の
資
金
で
国
内

の
水
源
地
が
買
収
さ
れ
、
す
で
に
北

海
道
を
は
じ
め
５
道
県
で
広
大
な
森

林
が
取
得
さ
れ
て
い
ま
す
。
埼
玉
県

で
は
、
こ
の
問
題
に
対
抗
す
る
た
め

に
事
前
届
出
制
を
柱
と
す
る
水
源
地

域
保
全
条
例
案
を
県
議
会
に
提
出
し

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

埼
玉
県
の
土
地
取
引
事
前
届
出
制

の
内
容
に
つ
い
て

答
弁　

水
源
地
域
を
含
む
土
地
取
引

に
つ
い
て
、
契
約
締
結
以
前
に
、
県

に
対
し
届
出
を
行
う
も
の
で
、
届
出

の
対
象
と
な
る
行
為
は
、
対
象
地
域

内
お
け
る
土
地
の
所
有
権
、
地
上
権
、

賃
借
権
を
移
転
す
る
契
約
行
為
と
な

り
、
主
に
売
買
契
約
が
対
象
と
な
る

と
の
想
定
で
す
。
対
象
地
は
、
地
目

が
山
林
、
原
野
、
保
安
林
で
、
か
つ

現
況
が
森
林
の
土
地
と
な
り
ま
す
。

対
象
地
域
の
指
定
は
、
山
間
部
の
水

源
涵
養
機
能
を
有
す
る
森
林
地
域
を

大
字
単
位
で
指
定
さ
れ
、
当
村
に
お

い
て
は
、
全
域
が
届
出
の
対
象
地
域

と
な
り
ま
す
。

　

土
地
取
引
の
東
秩
父
村
自
体
の
対

応
と
対
策
に
つ
い
て

答
弁　

契
約
自
由
の
原
則
の
観
点
か

ら
、
山
林
に
係
る
土
地
取
引
に
関
し
、

何
ら
か
の
規
制
を
設
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
条

例
の
届
出
対
象
地
域
を
全
地
域
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、
外
国
資
本
等
へ
の

牽
制
、
抑
止
力
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
本
条
例
に
つ
い
て
は
、

村
の
広
報
等
に
よ
り
広
く
村
民
に
そ

の
趣
旨
を
周
知
い
た
し
ま
す
。

質
問　

も
し
も
こ
の
日
本
が
財
政
金

融
危
機
に
陥
っ
た
場
合

　

食
料
危
機
に
陥
っ
た
場
合
、
村
で

は
ど
の
様
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

食
料
危
機
は
村
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
国
の
政
策
で
あ
り
国
全

体
の
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
現
在
多
く

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
遊
休

農
地
を
活
用
し
、
自
給
自
足
が
出
来

る
よ
う
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

村
の
所
有
地
で
あ
る
東
秩
父
村
和

紙
の
里
ゴ
ル
フ
場
跡
地
を
、
農
地
用

に
開
放
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

答
弁　

現
在
村
が
所
有
し
て
い
る
面

積
は
32
・
３
ha
で
、
そ
の
内
粗
造
成

さ
れ
て
い
る
の
が
10
ha
程
度
で
す
。

そ
の
中
に
は
民
有
地
が
混
在
し
て
お

り
、
境
界
は
不
明
で
す
。
こ
の
土
地

を
農
地
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
に
は
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

や
耕
作
地
内
の
作
業
道
も
整
備
が
必

要
と
考
え
ら
れ
、
莫
大
な
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
村
内
に
は
遊
休
農
地
が

か
な
り
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う

な
農
地
を
借
り
て
耕
作
で
き
れ
ば
、

農
地
改
良
の
費
用
も
少
な
く
済
み
、

遊
休
農
地
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　東秩父村住民基本台帳の一部の写しの

閲覧に関する事務取扱要綱第１４条第１

項第１号および第２号の規定により公表

いたします。

・請求機関の名称：防衛省

・請求事由の概要：自衛官等の募集および採

　用（根拠法令：自衛隊法第２９条１項、同

　第３５条）

・閲覧年月日：平成２３年１２月６日

・閲覧に係る住民の範囲：平成２年４月２日

　から平成３年４月１日までの間に生まれた

　男子

・閲覧年月日：平成２４年２月２８日

・閲覧に係る住民の範囲：　

　平成９年４月２日から平成１０年４月１日

　までの間に生まれた男子

　平成６年４月２日から平成７年４月１日ま

　での間に生まれた男女

・申出者の氏名：社団法人 中央調査社 会長

　中田正博

・利用目的の概要：「地域の絆と健康に関す

　る調査」実施のための対象者抽出

・閲覧年月日：平成２４年３月６日

・閲覧に係る住民の範囲:各大字の満４０歳以

　上７９歳以下の男女（抽出人数６０名）

地域計画策定説明会を開催します
　行政が主導する一律のまちづくりから、地域の歴史、特性、文化等

を活かし、地域課題を踏まえたまちづくりを進めるために、地域の皆

さまと行政が協働して地域計画の策定を推進します。

　つきましては、説明会を開催しますので、皆さまのご参加をお願い

いたします。

　地域計画とは、自分たちが住む地域の将来像や課題、地域をどうした

いかを住民自らが考えて、その課題の解決方法や将来像を実現する方

法などをまとめたものです。住民と行政が知恵を出し合い、それぞれ

の役割や責任を確認する中で、住民と行政が協働で計画を実現します。

日　時  ４月２２日（日） 午後３時から

場　所  コミュニティセンター「やまなみ」 大ホール

問合せ  総務課 　８２－１２５４

　　　 ＝日本に在留する外国人の皆さんへ＝

外国人の住民基本台帳制度７月から始まります
　平成２４年７月から住民基本台帳の一部が改正され、中長期在留外国

人や特別永住者にも住民票が作られることになります。これにより現行

の外国人登録制度は廃止されます。

　詳しくは、総務省のホームページでご確認ください。

新制度の主な内容

○日本人と外国人住民が世帯ごとに編成され、全員が記載された住民

　票の写しなどが発行できます。

○転出時には村で「転出証明書」を受け取り、他の市区町村で転入の

　手続きが必要です。

○在留資格や在留期間の変更の際、地方入国管理局と市町村に必要だ

　った届出が、地方入国管理局のみの届出で済むようになります。

※新制度の移行に伴い、確認のため５月中旬に仮住民票記載事項通知
　を郵送する予定です。

問合せ　住民福祉課 　８２－１２２１

住民基本台帳の
閲覧が行われました



　白石地区の人たちによって、毎年５月にとり行われている、
ヒノキの葉と青竹で作った神輿に疫病神をはじめ台風や雷な
ど荒ぶる神を封じ込めて村から追放し、その年１年の無病息
災を願う民俗行事である「白石の神送り」が、埼玉県の無形
民俗文化財に指定されました。３月２１日にさいたま市民会
館で指定書交付式が行われ、白石区の鈴木正義さん、渡邉均
さん、坂本年さんが出席されました。
　昔、疫病が発生して多くの住民が冒された時、村にやって
来た一人の行者に、疫病退散の祈祷をお願いしました。煎っ
た大豆を紙に包んで病人の体をさすり、それを青竹に結び道
路の三本辻に立てま
した。さらに、「悪
病神を送るよ、風の
神を送るぞ」などと
墨書した小旗を立て
て祈祷すると、病人
は数日後に皆全快し
たのが起源といわれ
ています。

 白石の神送り  
　　　　 県指定無形民俗文化財に指定

東西小学校統合決定

 校名は「槻川小学校」
　東西小学校の統合に関する議案が、３月の定
例議会で可決成立しました。
　このことによって、平成２５年４月１日から
「槻川小学校」が誕生し、その前日、東西小学校
が廃止されます。校舎は東小学校校舎が使われ
ます。
　西小学校体育館は、平成２４年度中に耐震工
事が行われ、その後は社会体育用の体育館とし
て使う予定ですが、校舎については、耐震の問
題もあり、具体的な活用方向は決まっていませ
ん。統合に向けては、準備委員会（仮称）を P
T A と学校関係者で立ち上げて、１年をかけて
準備を進めます。
　村および村教育委員会では、統合に関する各
種の協議が、「子供たちの未来」に向かって、
順調に議論が進み、ここに結論が得られました
ことに対して、村民各位のご理解の賜物と深く
感謝申し上げます。　　東秩父村教育委員会

学生納付特例制度について
　２０歳以上の方は、学生であっても国民年金

に加入しなければなりません。しかし、学生の

方は一般的に所得がない場合や所得が少ないた

め、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金

保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」

があります。

●対象となる学生は

　大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等

専門学校、専修学校および各種学校（修業年限

１年以上である課程）、一部の海外大学の日本

分校に在学する方です。

　また、夜間・定時制課程や通信課程の方も含

まれます。

●学生納付特例の承認期間は

　４月（または２０歳誕生月）から翌年３月まで

です。学生納付特例を承認された方で、引き続

き同じ学校に在学予定である場合、４月始めに

「学生納付特例申請書（はがき）」が送られて

きますので、引き続き学生であれば、必要事項

を記入のうえご返送ください。ただし、在学す

る学校などを変更された方は、村役場国民年金

担当窓口で申請手続きが必要です。

＊学生でない３０歳未満の方の場合には、本人

　および配偶者の所得が一定額以下の場合に、

　国民年金保険料の納付が猶予される「若年者

　納付猶予制度」があります。

＊これらの制度の申請を行わず、保険料を未納

　のままにしておくと、不慮の事故などにより

　障害が残った場合に、障害年金を受けること

　ができなくなります。なお、承認された期間

　は老齢基礎年金を受け取るために必要な期間

　に算入されますが、年金額には反映されませ

　ん。就職などで、収入が得られるようになっ

　た場合は将来受け取る年金を増額するため、

　１０年以内であれば、保険料を納めることが

　できる「追納制度」が利用できます。

問合せ　役場住民福祉課 　　   82－1221 

　　　　秩父社会保険事務所    0494-27-6561

　

２
月
23
日
、
村
で
は
（
社
）
埼
玉
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
小
川
・
松
山
支
部
と

「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
輸
送
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

村
内
で
地
震
・
風
水
害
等
に
よ
り
大

き
な
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
村
の

要
請
で
同
支
部
が
必
要
と
す
る
食
料
品

や
日
用
品
等
の
物
資
輸
送
を
迅
速
か
つ

円
滑
に
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

災害時の物資輸送　
　　県トラック協会と協定

 心身軽やか運動教室　★健診前の第一プログラム★
　暖かな季節になりました。今年は運動教室を昼間と夜の２つの　
コースで実施します。普段あまり運動をしない方も、ぜひご参加
ください。体を少しずつほぐして、身も心も軽くなりましょう！
日　　程　昼間のコース  木曜 午後１時30分～３時（６回）
　　　　　　４月19日・26日／５月10日・17日・24日・31日
　　　　　夜のコース 水曜 午後７時～８時30分（６回） 
　　　　　　６月６日・13日・20日・27日／７月４日・11日
会　　場　保健センター
持ちもの　運動のできる服装、運動靴（内履き)、タオル、飲み物
講　　師　健康運動指導士 遠藤 良江 先生
対　　象　おおむね３０歳～６５歳までの在住・在勤者
申 込 み　４月１３日（金）までにお申込みください。昼間と夜
　　　　　の両方を申し込むこともできます。
定　　員　３０名になり次第締め切ります。
問 合 せ　保健センター  　８２－１５５７



国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

合併処理浄化槽事業

後期高齢者医療

簡 易 水 道 事 業

村 営 バ ス 事 業

　　　　計

平成24年度

1 , 7 40 , 0 0 0

450 , 0 0 0

417 , 6 0 0

63 , 0 0 0

36 , 5 0 0

83 , 6 0 0

20 , 2 0 0

1 , 0 7 0 , 9 0 0

2 , 8 1 0 , 9 0 0

平成23年度

1 , 7 77 , 0 0 0

443 , 0 0 0

403 , 6 0 0

56 , 0 0 0

34 , 2 0 0

75 , 7 0 0

18 , 8 0 0

1 , 0 3 1 , 3 0 0

2 , 8 0 8 , 3 0 0

増　減　額

△37 , 0 00

7 , 0 0 0

14 , 0 0 0

7 , 0 0 0

2 , 3 0 0

7 , 9 0 0

1 , 4 0 0

39 , 6 0 0

2 , 6 0 0

伸び率

△2.1

1.6

3.5

12.5

6.7

10.4

7.4

3.8

0.1

会 計 別 予 算 額

（単位：千円、％）

特　

別　

会　

計

　

歳
入
は
、
税
収
な
ど
の
「
自
主
財

源
」
と
国
や
県
に
頼
っ
た
「
依
存
財

源
」
の
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
「
自
主
財
源
」
が
多
い
ほ
ど
、

村
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
り
、

将
来
に
向
け
て
積
立
を
行
う
な
ど
行

政
の
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
さ
れ

ま
す
。
東
秩
父
村
は
、
「
自
主
財
源
」

が
全
体
の
21
・
５
％
で
、
昨
年
度
よ

り
増
加
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

財
源
の
多
く
を
「
依
存
財
源
」
が
占

め
て
い
る
状
況
で
す
。

　

一
般
会
計
予
算
に
お
け
る
歳
入
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
、
長
引
く
経
済

不
況
に
よ
り
、
個
人
住
民
税
や
固
定

資
産
税
な
ど
の
村
税
は
３
３
３
万
円

減
少
し
、
国
・
県
支
出
金
も
減
少
と

な
り
ま
し
た
が
、
村
の
歳
入
の
骨
格

で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、
昨
年
度
よ

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　

17
億
４
０
０
０
万
円
で
編
成

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　

17
億
４
０
０
０
万
円
で
編
成

歳　

入

り
２
４
０
０
万
円
の
増
額
と
し
、
９

億
９
９
０
０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

（
歳
入
総
額
の
57
・
４
％
）

　

歳
出
は
、
総
務
費
、
民
生
費
、
衛

生
費
、
教
育
費
等
が
減
額
と
な
っ
た

も
の
の
、
土
木
費
、
消
防
費
等
で
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

性
質
別
歳
出
は
「
義
務
的
経
費
」と

「
投
資
的
経
費
」
、「
そ
の
他
の
経
費
」

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
義

務
的
経
費
」
は
人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
で
構
成
さ
れ
、
支
出
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
経
費
で
、
人
件
費

は
前
年
度
と
比
較
し
て
６
３
４
０
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
道
路
や
公
共
施

設
の
建
設
な
ど
行
政
水
準
の
向
上
に

か
か
る
経
費
で
、
普
通
建
設
事
業
費
、

災
害
復
旧
事
業
費
か
ら
構
成
さ
れ
ま

歳　

出

す
。
今
年
度
の
投
資
的
経
費
は
２
億

４
５
１
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
４
３
２
４
万
円
増
額
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
主
要
事
業
は
、
村

道
１-

２
号
線
（
萩
平
か
ら
ふ
れ
あ
い

広
場
へ
）
道
路
改
築
事
業
の
設
計
業

務
を
進
め
、
生
活
交
通
網
の
基
盤
整

備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
・
生

徒
が
快
適
で
安
全
な
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
東
西
小
学
校
体
育
館

の
耐
震
補
強
を
行
い
、
教
育
環
境
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

防
災
対
策
と
し
て
防
災
情
報
通
信

シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
設
計
業
務

や
、
避
難
所
に
災
害
時
優
先
電
話
を

設
置
す
る
ほ
か
、
災
害
時
に
備
え
て

防
災
倉
庫
や
発
電
機
、
備
蓄
食
糧
の

確
保
な
ど
防
災
に
強
い
村
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
東
秩

主
要
事
業

父
村
和
紙
の
里
の
遊
歩
道
の
整
備
や
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
観
光
事
業
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
そ
こ

か
ら
発
生
す
る
特
定
の
収
入
を
支
出

特
別
会
計

に
充
て
て
独
立
し
て
や
り
く
り
す
る

特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
や
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
な
ど
６
つ
の
特
別
会
計
の
予

算
総
額
は
10
億
７
０
９
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
３
９
６
０
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

予 　 算 　 総 　 額

会　　　計　　　名

一 　 般 　 会 　 計

　

平
成
24
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
引
き
続
き
経
常
経
費
の

削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
将
来
を
見
据
え
た
施
策
に
取
り
組
む
た
め
予
算
編
成
を
行
い
、
本
年
度
の
一
般
会
計

予
算
は
総
額
17
億
４
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
（
前
年
度
比
３
７
０
０
万
円
減
額
）
。

　

本
年
度
予
算
は
、
主
に
生
活
環
境
や
防
災
対
策
、
学
校
教
育
の
推
進
等
に
重
点
を
置
い
た
予
算
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
措
置
の
あ
る
過
疎
対
策
事
業
債
の
活
用
を
行
う
も
の
の
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
財
政

調
整
基
金
か
ら
６
５
０
０
万
円
の
繰
り
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。



17.4億円
性質別歳出

　　　 平成24年度の主要事業

◆子育て支援・子ども医療費無料化事業　　　　6 3 6 万円

　　　　　　・ワクチン接種補助事業　　　　　4 2 7 万円

◆高齢者支援・肺炎球菌ワクチン予防接種補助事業　   1 7 8 万円

◆生活・環境・村道1－2号線の橋梁架設設計事業 3 , 5 0 0 万円

　　　　　　・「やまなみ」耐震補強工事・空調工事 2 , 4 9 0 万円

◆観　　　光・和紙の里施設整備事業                   5 1 0 万円

◆防　　　災・防災情報通信システム構築事業 1 , 4 0 0 万円

◆学校・教育・東西小学校体育館耐震補強工事  4 , 7 8 8 万円

　　　　　　　中学校木質化設計事業               4 5 6 万円

　    基金・村債の状況 
　　　　　　　　　（24年度末見込額）

◆基 金（貯金） １５億９,８０９万円 

　　　　　  　（前年度比1億5,539万円増）

　　　　　　　 うち財政調整基金

　　　　　　   １１億５９万円

◆村 債（借金）１６億２,２０５万円

                      特別会計を含む

　　　　　　  （前年度比2,764万円増）

一般会計予算の状況

地方譲与税等
55,302
3.2%

国庫支出金
88,286
5.1%

村債
140,000
8.0%

その他
62,487
3.6%

単位：千円単位：千円

維持補修費
26,991　1.5%

扶助費
61,171
3.5%

繰出金
150,052
8.6%

その他
14,954
0.9%

人件費
464,569
26.7%

物件費
325,248
18.7%

補助費等
370,754
　21.3%

普通建設事業費
148,223
8.6%

普通建設事業費
161,269
9.1%

普通建設事業費
148,223
8.6%

普通建設事業費
204,506
11.8%

公債費
121,755
7.0%

歳 入
17.4億円

村税
249,173
14.3%

地方交付税
999,000
57.4%

県支出金
80,749
4.7%

繰入金
65,003　3.7%

 

 村の地方債（村の借入金をいう。）がどうして増えるのか？
 　　＝地方交付税額の削減相当分を借入れして財源不足を補う＝
　村の地方債は、議会の議決（承認）を得て、政府または金融機関等から借入れできる歳入財源です。平成１４年６月、国が

定めた三位一体の改革の一つに地方交付税の削減がありました。その結果、全国市町村は財政難に陥り、削減相当額の財源不

足を補うため国が市町村に資金を貸付けて財源格差を埋める対策がとられました。

　東秩父村の場合、地方交付税額の最高は平成９年度の１２億５,０００万円でありましたが、国の方針を受けて交付税は年々

減り続けて、平成１６年度には８億７００万円となり、その減少額は４億４,３００万円、率にして３５.４％の減となりました。

　国は地方交付税の減額があまりにも多すぎたため、市町村の行政運営に支障を及ぼすとの判断から、市町村に地方債を起こ

させる方針を定めました。これが、臨時財政対策債という地方債です。この地方債は国の方針に沿って、原則借入れなければ

なりません。埼玉県の場合、６４市町村はほぼ全てで借入れており、平成２３年度の借入予定総額は１,０７５億５,６００万円

にものぼります。

　村においても、地方交付税が大幅に減額された結果、臨時財政対策債という借入金を起こし、歳入財源を確保しなければ安

定した行政水準が維持できません。すべての村民の皆さんが健康で安心して暮らせる村をつくるためのお金は、それがたとえ

地方債（借金）であっても予算編成上、財源が不足する場合は、不足分を補う必要があります。したがって地方債（借金）は

増えていくことになります。

◎平成23年度末一般会計地方債現在高（H24.3.31）

　・地方債全体額１２億１００万円、うち臨時財政対策債１０億１００万円　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※元利償還金の１００％が後年度に地方交付税として交付されます。

　・過疎対策事業債６,８００万円　　　※元利償還金の７０％が後年度に地方交付税として交付されます。

　・その他一般債等 1億３,２００万円　※後年度に地方交付税として交付されるものもあります。

　以上のとおり、地方債全体の８３.３％が臨時財政対策債です。なお、平成２２年４月１日、村は過疎地域に指定されたため、

最も有利な過疎対策事業債を受けて公共事業等が可能になりました。



東
秩
父
俳
句
会

白
石
短
歌
会

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

東秩父村和紙の里　 82－1468

　

こ

４月２３日は「子ども読書の日」です。
スローガンは『たくさん読もう。楽しく読もう。』

～ 新刊図書のご案内 ～
★絵本

くらべてみよう！はたらくじどう車 １しょうぼう車

くらべてみよう！はたらくじどう車 ２パトロールカー

　　　　　　　　　　　　　　　　　・きゅうきゅう車

くらべてみよう！はたらくじどう車 ３ブルトーザー

　　　　　　　　　　　　　　　　　・パワーショベル

くらべてみよう！はたらくじどう車 ４バス・トラック

くらべてみよう！はたらくじどう車 ５せいそう車

　　　　　　　　　　　　　　　　　・じょせつ車

★今、話題になっている本

下山の思想……五木 寛之

坂の上の雲１～６……司馬 遼太郎

後鳥羽伝説殺人事件……内田 康夫

大
蛇
坊
の
粥
煮
峠
山
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

青
草

雪
解
水
濁
り
て
流
る
被
災
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

梢
月

花
便
り
カ
タ
ロ
グ
届
く
日
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
か
つ
代

沖
縄
の
孫
よ
り
届
く
花
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
田　

公
子

病
め
る
友
思
い
を
馳
せ
て
青
き
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
澤　

ひ
こ

初
午
の
升
に
盛
ら
る
る
白
き
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

利
子

春
耕
や
鍬
も
て
崩
す
も
ぐ
ら
づ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
原　

勝
子

東
風
吹
い
て
摘
み
し
蓬
を
吹
き
飛
ば
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎　

昌
子

竹
林
に
そ
そ
ぐ
春
光
や
わ
ら
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
ま
さ
よ
し

寺
田
屋
の
刀
痕
う
つ
つ
京
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
川　

次
作

白
梅
や
古
里
へ
行
く
坂
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

き
み

逝
く
人
を
惜
し
み
て
春
の
浅
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

勝
次

白
梅
や
石
垣
の
上
坂
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
戸　

俊
子

寒
月
の
青
く
輝
き
庭
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

ト
ヨ

大
寒
や
予
報
は
づ
れ
の
星
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

澄
江

寒
の
水
流
し
な
が
ら
や
洗
顔
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

寿
子

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
手
作
り
届
く

雨
の
中　
　
　
　
　
　

河
西
カ
ナ
メ

升
抱
へ
豆
撒
く
復
興
願
ひ
つ
つ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

芳

寒
き
朝
残
月
高
く
星
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

よ
り

浅
春
や
サ
ー
ベ
ル
さ
げ
し
君
を
恋
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
井　

孝
子

静
岡
み
か
ん
二
倍
大
き
く
甘
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

好
子

皮
し
ぼ
み
村
の
蜜
柑
の
な
ほ
甘
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

美
子

二
度
三
度
春
雪
の
降
り
紫
陽
花
の

新
芽
大
事
に
花
が
ら
を
切
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

京
子

朝
ま
だ
き
今
見
し
夢
の
後
を
追
う

深
層
心
理
た
し
か
め
た
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
美
枝
子

プ
ラ
ン
タ
ー
覆
ひ
し
ビ
ニ
ー
ル
押
し

上
げ
て
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
は
勢
い
良
く

育
つ　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

美
江

節
分
の
撒
く
豆
三
粒
拾
う
姑

一
つ
は
百
と
百
二
歳
の
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

礼
子

枯
草
を
分
け
瑞
々
し
蕗
の
薹

好
み
し
亡
き
妹
想
い
摘
む
を
た
め
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
阿
里
子

◎今後予定されているイベント

・カフェ・ド・ジュリア　４月１５日（日）
　　　　主　催　カフェ・ド・ジュリア

・オリジナルファッション展示・販売
　４月１７日（火）～２６日（木）
　　　　主　催　奥村 知亜子

・遊芸窯陶芸展
　４月２８日（土）～５月３日（祝）
　　　　主　催　遊芸窯

・絵画展
　４月２８日（土）～５月６日（日）
　　　　主　催　ギャラリー美輝

・中島竹雄絵画展
　４月２８日（土）～５月６日（日）
　　　　主　催　中島　竹雄



生年月日　平成２３年７月３１日

　　　　　　　　　（大字皆谷）

お父さん：敬 生 さん

お母さん：麻 美 さん

　パパ、ママとお姉ちゃんで、お

出かけ大好き煌成です。よろしく

ね！

　なのにパパはいつも家にいない

の（泣）。あれ？あ～ママ～、また

パパが魚釣りの相談しているよ。

人　

権　

シ　

リ　

ー　

ズ
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

梅 

澤　

煌 

成 

く
ん

　

２
月
24
日
お
よ
び
３
月
１
日
に
コ　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
な
み
」

に
お
い
て
、
人
権
・
同
和
問
題
啓
発

指
導
者
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
村
で
は
、
毎
年
民
生
委
員
、
各

小
中
学
校
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、

村
職
員
、
各
社
会
教
育
団
体
の
方
や

企
業
職
員
の
方
を
対
象
に
、
人
権
・

同
和
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と

認
識
を
も
ち
、
そ
の
解
決
に
向
け
て

積
極
的
に
行
動
で
き
る
指
導
者
の
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
『
東

日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
人
権
教
育
』

と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

『
東
日
本
大
震
災
に
学
ぶ
人
権
教
育
』

ン
や
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
「
東
日
本
大
震
災
の
前

後
に
お
け
る
人
の
意
識
の
変
化
」
に

つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
パ
ネ
ラ
ー
に
は
、
福
島
県

郡
山
市
か
ら
版
画
家
の
橋
本
広
喜
先

生
と
福
島
県
福
島
市
か
ら
福
島
県
立

原
町
高
等
学
校
講
師
の
荒
由
利
子
先

生
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
地
震
当
日
の
状
況
や

現
在
の
生
活
状
況
、
風
評
被
害
、
放

射
能
汚
染
な
ど
に
つ
い
て
、
資
料
や

映
像
を
交
え
て
地
震
や
津
波
の
す
さ

ま
じ
さ
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
受
講

者
の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
障
害
者
の
人
権
に
関

す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
後
、
３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
大
震
災
の
復
旧
復
興
に

向
け
て
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
、

ま
た
、
障
害
者
の
受
け
入
れ
に
対
す

る
考
え
方
な
ど
積
極
的
に
話
し
合
い
、

助
言
者
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

助
言
者
に
は
、
人
権
擁
護
委
員
の

稲
葉
日
出
夫
先
生
と
神
田
勝
雄
先
生
、

そ
し
て
、
学
校
教
育
指
導
員
の
江
原

誠
一
先
生
に
お
願
い
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

最
後
に
、
２
日
間
参
加
い
た
だ
い

た
受
講
者
32
名
に
は
修
了
証
を
交
付

し
、
地
域
や
職
場
に
お
い
て
人
権
・

同
和
教
育
に
関
す
る
指
導
者
と
し
て

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

東
秩
父
村
教
育
委
員
会

こ
う  

せ
い

　

２
月
18
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
「
や
ま
な
み
」
集
会
室
に
お
い

て
、『
和
紙
ア
ー
ト
（
ひ
な
人
形
）
作

り
教
室
』
が
開
催
さ
れ
、
21
名
の
方

が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
紙
の
折
り
紙
で
、
お
内
裏
様
と

お
ひ
な
様
を
折
り
、
講
師
の
馬
場
章

さ
ん
が
用
意
し
た
パ
ー
ツ
の
組
み
立

て
を
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。
小
学
生

の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
ま
し
た
が
、

お
と
な
の
参
加
者
以
上
の
出
来
栄
え

で
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
は
「
か
わ
い
い
ひ

な
人
形
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
！

家
に
帰
っ
て
早
速
飾
り
ま
す
。
」
と

話
し
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た

よ
う
で
す
。

か
わ
い
い
ひ
な
人
形
が
で
き
ま
し
た

「
和
紙
ア
ー
ト（
ひ
な
人
形
）作
り
教
室
」 

！！

日　時　４月１５日（日）

　　　　午前10時～午後３時

場　所　虎山（旧小川石産）

　　　　※桜並木約２km

問合せ   宇根一元　８２－１１３７

　　　　保泉思郎　８２－１００３

虎山観桜会主催
桜まつりを開催します 



どこかで買う「タバコ」なら、タバコは「地元」で買いましょう！

産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116

集合狂犬病予防注射を実施します

注射等の費用（犬１頭につき）
◆登録済の犬

狂犬病予防注射料 ２,７５０円

注射済票交付手数料  ５５０円

計          ３,３００円

◆新規登録の犬

登録手数料          ３,０００円

狂犬病予防注射料 ２,７５０円

注射済票交付手数料  ５５０円

計          ６,３００円

※注射会場は混み合いますので、

　おつりのないようお願いしま

   す。

　

問合せ　保健衛生課　

　　　　　 ８２－１２２１
税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

注射日程および会場

　 実　施　日　　　　会　　　　　 場　　　　  時　　　間

　　　　　　　　 高齢者生きがいセンター　　9：30～10：30

 ４月２３日（月）  東秩父村役場（表駐車場） 11：00～12：00

　　　　　　　　 東秩父村ふるさと館（旧大内沢分校）  13：30～14：30

　　　　　　　　 保健センター　　　　　　　9：30～10：30

 ４月２４日（火）  
皆谷集落センター　　　　 11：00～12：00

　　　　　　　　 白石車庫　　　　　　　　 13：30～14：00

　　　　　　　　 萩平公会堂下　　　　　　 14：30～15：00

　犬を飼っている方は、毎年１回、飼い犬に狂犬病予防注射を受けさせることが

法律で義務づけられています。今回の集合注射を利用して、予防注射を受けるよ

うにしましょう。

対象となる犬

　生後91日（3ヶ月）を経過した犬。集合狂犬病予防注射を受けられない場合は、

お近くの獣医師にて注射を受け、役場で注射済票の交付を受けてください。

※ 飼い犬が死亡した時は、役場まで連絡をしてください。　

　　　　国 税 専 門 官 募 集！
　
【受 験 資 格】１ 昭和57年4月2日～平成３年4月1日生まれの者

　　　　　　　２ 平成３年4月2日以降に生まれた者で次に掲げる者

　　　　　　　（１）大学を卒業した者および平成25年３月までに大学を卒業

　　　　　　　　　　する見込みの者

　　　　　　　（２）人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認める者

【試験の程度】　大学卒業程度

【受験申込期間】　○インターネット申込み（原則）

　　　　　　　　　４月２日(月)午前９時～４月12日(木)[受信有効] 

　　　　　　　　○インターネット申込みができない場合は、郵送または持参

　　　　　　　　　４月２日（月）～４月３日（火）（４月３日までの通信日

　　　　　　　　　付印有効）

【申 込 方 法】　○インターネット申込み　次のアドレスへアクセスして、説

　　　　　　　　　明に従って入力

　　　　　　　　　ht tp : //www . j i n j i - s h i k e n . go . j p/ j u ken . h tm l

　　　　　　　　○郵送または持参  希望する第１次試験地の国税局または国

　　　　　　　　　税事務所に申込書を提出

【試  験  日】　第１次試験　6月10日（日）

　　　　　　　　第２次試験　7月17日（火）～24日（火）のいずれか１日

【問  合  せ】　○インターネット申込みに関する問合せ 人事院人材局試験課

　　　　　　　　　　０３－３５８１－５３１１

　　　　　　　　○上記以外の問合せ　

　　　　　　　　　関東信越国税局人事第二課試験係 　0 4 8 - 6 0 0 - 3 1 1 1

憲法記念無料法律相談

　弁護士が無料で相談に応じます。

年１回の機会ですので、遠慮なくご

来場ください。予約は必要ありませ

ん。

日　時　５月１２日（土）

　　　　午前１０時～午後１時

(受付は午後０時３０分まで)

場　所　熊谷市立商工会館２階

問合せ　埼玉弁護士会熊谷支部

　 0 4 8 - 5 2 1 - 0 8 4 4

遺言の日記念相続問題相談会

　埼玉弁護士会では、毎年４月１５日

の遺言の日を記念して、弁護士が無料

で遺言および相続に関する法律相談に

応じます。

日　時　４月１５日（日）

午後１時～４時

　　　 （受付は午後3時30分まで）

場　所　埼玉弁護士会 法律相談センター

 　　　（さいたま市浦和区高砂4-2-1）

料　金　無料 ※事前申込不要

問合せ　埼玉弁護士会法律相談センター

　0 4 8 － 7 1 0 － 5 6 6 6

　埼玉県警察官募集

　平成２４年度第１回埼玉県警察官

採用試験を実施します。

試　験　日　５月１３日（日）

願書受付期間 

　４月２日（月）～１６日（月）

問　合　せ　小川警察署　74-0110

交通事故相談窓口を交通事故相談所（本庁）に１本化します
●交通事故相談所（本庁）受付：

　月～金：午前９時～正午・午後１時～４時３０分（休日・年末年始を除く）

●相談電話番号：0 4 8 - 8 2 2 - 6 5 5 8 ・ 0 4 8 - 8 3 0 - 2 9 6 3

●場所　県庁第二庁舎 交通事故相談所

●備考　県内３か所（春日部、川越、熊谷）の地域振興センターの交通事故相

　談は月２回の出張相談（面談のみ・事前予約制）となります。詳しくはお問

　合せください。

問合せ　埼玉県県民生活部防犯・交通安全課 　０４８－８３０－２９５８



※記事の問い合わせは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777

納
税
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　　　            ４月の在宅当番医　
◎診療時間：午前9時～午後5時

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。
 受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

心配ごと相談・行政相談
　合同相談所の開設

　日常生活でお困りの人は、相談所

を開設しますので、おでかけくださ

い。相談は無料で秘密厳守のうえ受

け付けています。

日　時　４月１６日（月）

　　　　午後１時～３時まで

場　所　役場１階　中会議室

問合せ　社会福祉協議会　 82-1238

　　　　役場総務課　　　 82-1226

農地を農地以外に使用する場合は許可が必要です！

   １日　内田医院（内科・小児科）　　　　　　　　　　小川町　　72-0516
   ８日　榎本耳鼻咽喉科医院（耳鼻科）　　　　　　　東松山市　　22-3478 
１５日　樺澤内科医院　　　　　　　　　　　　　　　東松山市　　23-5813
              （内科・小児科・循環器科・呼吸器科）
２２日　武蔵嵐山病院（内科）　　　　　　　　　　　　嵐山町　　62-7282
２９日　白井医院（内科・呼吸器内科）　　　　　　　　吉見町　　54-0062
３０日　シャローム鋤柄医院（内科・外科）               東松山市      25-2979

　村内放送の内容をホームページに掲載します

　村内放送で放送した内容を４月より村ホームページに掲載します。
掲載場所　トップページ「村の情報」
掲載内容 
　１）火災情報：比企広域消防本部の災害情報ページを表示します。
　２）有事情報・緊急地震速報：放送時の定形放送内容と対応を掲載します。
　　　※放送の都度掲載するものではありませんのでご注意ください。
　３）村内放送：放送内容を掲載します。掲載期間は約１ヶ月です。
問 合 せ　総務課 　８２－１２２６

小児慢性特定疾患医療給付の継続申請の受付を開始します
対　　象　現在受給者証をお持ちで、引き続き治療が必要な２０歳未満の方
期　　間　５月１０日（木）～６月１５日（金）（土日・祝日は除く）
場　　所　東松山保健所
必要書類　申請書、医療意見書、生計中心者の所得税関係証明書など
　　　　　※お持ちの受給者証に記載の住所地を管轄する保健所から申請に必
　　　　　　要な書類が郵送されます。
問 合 せ　東松山保健所 　２２－０２８０

老化防止にストレッチ体操 ３Ｂ体操 肩こり、腰痛予防！！
場　所　コミュニティセンター「やまなみ」大ホール  
開催日　月２回 第２・第４月曜日 午後２時３０分～３時３０分
会　費　月額 １，０００円 　　対　象　成人
※運動のできる服装で、かかとの薄いシューズがおすすめです。
＊親子体操教室も開催しています！
場　所　コミュニティセンター「やまなみ」大ホール
開催日　月２回 第１・第３木曜日 午前１０時３０分～１１時３０分
会　費　月額５００円
申込み （社）日本３Ｂ体操協会 公認指導者　小島美恵子   090-9347-7474

埼玉県＆西武沿線感謝デー
　
　東秩父村に在住または在勤の方は、
西武ドームで開催する「埼玉西武ライ
オンズ主催試合」（内野指定席Ｂ）に
１，２００円（大人・子ども共通・
通常一般当日券３，０００円）でご入
場いただけます。
日　時　５月５日（土）
　　　　午後１時～ 対千葉ロッテ
問合せ （株）西武ライオンズ 
　　　　　０４２－９２４－１１５５

乳幼児歯科相談 みんなあつまれ！
たのしい「おはなしの部屋」
 
日　時　４月１８日（水）

　　　　午前10時～11時30分

場　所　保健センター

対　象　乳幼児とその保護者

内　容　育児相談、身体計測、歯科相談

　　　　歯科衛生士による手遊びと紙

　　　　芝居「動物園」

その他　当日は母子手帳をお持ちくだ

　　　　さい。成人の方の歯科相談

　　　 （要予約）もできますので、

　　　　ぜひご利用ください。

問合せ　保健センター　8 2 － 1 5 5 7

　　　春の演奏会
～東松山市ウインドアンサンブル～ 

　高校生から年配の方まで幅広い年齢

層の仲間が一緒に演奏する吹奏楽団で

す。ぽかぽかの春の陽気のように、み

なさんが笑顔になる演奏をお届けしま

す。ぜひ、お気軽にお越しください。

日　時　4月22日（日）

　　　　午後１時30分開場  ２時開演

場　所　東松山市民文化センター大ホール

入場料　無料

問合せ　東松山市ウインドアンサンブル

　　　　大塚（代表）　2 4 - 3 0 4 8

　 文 化 振 興 基 金 助 成 事 業 の お 知 ら せ

対　象　　8月～11月にアマチュア文化団体が実施する文化活動（活動成果の
　　　　　発表など）
　　　　　7月～25年3月に文化団体やNPO等が実施する子どもを対象とした文
　　　　　化芸術の体験教室等
　　　　　8月～11月に伝統･郷土芸能団体が実施する伝統・郷土芸能用具の備
　　　　　品整備、後継者育成等
金　額　　・・・２分の１以内（上限２５万円）
　　　　　　・・・対象経費の２０万円以内
申　込　５月１日（火）～２２日（火）（消印有効）までに所定の事業計画書
　　　　（県ホームページまたは県文化振興課（県庁内）で入手）を郵送で同
　　　　課 (〒330-9301 さいたま市浦和区高砂3-15-1）へ。※詳細は県文化振
　　　　興課へお問い合わせください。希望される方には「埼玉県文化振興基
　　　　金助成事業申請の手引き」を送付します。
問合せ　埼玉県文化振興課 　０４８－８３０－２８８４

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～



世帯と人口

世　帯　 1 , 1 1 8

人 　口　 3 , 3 6 6

　 男　　 1 , 6 7 4

　 女　　 1 , 6 9 2

転 入    3   転 出   3

出 生   1 　 死亡   4

※世帯と人口は３月１日現在、

その他は２月中のうごきです。

２月中の人口動態

工事のお知らせ

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２　

　現在、村内で発注されている道路工事等はあ

りません。

　３月１１日、小川町総合運動場において、男子２１チー
ム、女子８チーム、合計２９チームの参加のもと、第２８
回小川町スポーツ少年団駅伝大会が行われ、東秩父野球ス
ポーツ少年団Aチームが５位に入賞しました。
　この大会は、小川町スポーツ少年団が主催し、小川町ほか
近隣のスポーツ少年団が集まり、駅伝大会をとおして団員
相互の交流を図ることを目的として開催しているものです。
　入賞、おめでとうございます！

スポーツ少年団駅伝大会 ５位入賞！！
－東秩父野球スポーツ少年団Aチーム－

　３月１２日、保健センターにおいて、　
東西合同いきいきサロンが行われまし
た。
　当日は６１人の方が参加され、みん
なで曲に合わせて体操をしたり、カラ
オケや踊りを披露するなど、充実した
時間を過ごしました。
   「いきいきサロン」は地域包括支援
センターで行っている介護予防に関す
る取組の一つで、地域のボ
ランティアの方々を中心に
参加者の皆さんと内容を検
討しながら実施しています。
　興味のある方はぜひご参　
加ください！

『東西合同　
　いきいきサロン』
　　が行われました

『東西合同　
　いきいきサロン』
　　が行われました

　村営水道（浄水・原水）の２月分放射性物質

等の検査結果は検出限界未満でした。

　くわしくは村ホームページをご覧ください。

◆公民館講座
『和紙フラワー作り教室』
　　　　　　を開催します◆

◆公民館講座
『和紙フラワー作り教室』
　　　　　　を開催します◆
　和紙で椿の花を作って、お部屋などに飾ってみませんか？

　誰でも簡単に作れるように指導していただけます。

日　時　４月２２日（日） 午前９時 ～正午まで
場　所　コミュニティセンター「やまなみ」２階 集会室
内　容　花作り（椿の花）
講　師　新井 マサ氏
参加費　５００円  
持ち物　はさみ、ボンド、ものさし、鉛筆など
その他　出来上がった作品は和紙の里文化フェスティバルで展示
　　　　します。
申込み　４月１７日（火）までに教育委員会へお申し込みください。
問合せ　教育委員会 　８２－１２３０

　　 大 霧 山 ハ イ キ ン グ　
…新緑の大霧山を親子、仲間で一緒に歩きませんか…

　毎年、村では村内の観光スポットを知っていただくためにハイキ
ングを実施しています。今回は大霧山に登ります。

開催月日　５月５日（土・祝） 雨天中止
集合場所　ふるさと文化伝習館分館（旧白石分校）グランド
集合時間　午前９時　大霧山到着予定午前１１時頃
コ ー ス　ふるさと文化伝習館分館～経塚～大霧山（山頂で自由解
　　　　　散となります）
参 加 費　無料
持 ち 物　昼食、飲み物、雨具、その他ハイキングで必要と思われるもの
協　　力　山の会・アマチュア無線クラブ・各学校ＰＴＡ・スポーツ推進委員会
問 合 せ　教育委員会 　８２－１２３０
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